
８
月
１
０
日
、
日
本
共
産
党
千

葉
県
議
団
は
３
人
が
死
亡
し
た
オ

ス
プ
レ
イ
の
墜
落
事
故
を
受
け
、

千
葉
県
に
対
し
て
「
オ
ス
プ
レ
イ

の
飛
行
中
止
と
木
更
津
で
の
定
期

整
備
撤
回
等
を
求
め
る
申
し
入
れ
」

を
行
い
ま
し
た
。
対
応
し
た
の
は
、

滝
川
伸
輔
副
知
事
。

８
月
５
日
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

沖
で
墜
落
し
た
オ
ス
プ
レ
イ
は
、

沖
縄
米
海
兵
隊
普
天
間
基
地
所
属

で
、
昨
年
１
２
月
に
も
沖
縄
県
名

護
市
沿
岸
で
墜
落
し
た
ば
か
り
で

す
。
普
天
間
基
地
の
オ
ス
プ
レ
イ

は
定
期
整
備
を
千
葉
県
の
木
更
津

駐
屯
地
で
行
っ
て
お
り
、
と
り
わ

け
千
葉
県
民
に
と
っ
て
は
、
安
全

に
か
か
わ
る
重
大
な
出
来
事
で
す
。

今
回
の
事
故
で
千
葉
県
は
８
月

７
日
、
防
衛
省
に
対
し
て
、
①
木

更
津
市
で
の
定
期
機
体
整
備
を
含

む
飛
行
の
自
粛
、
②
県
及
び
木
更

津
市
へ
の
事
故
の
詳
細
、
原
因
究

明
、
再
発
防
止
策
の
速
や
か
な
情

報
提
供
を
要
請
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
米
国
防
総
省
は
「
日

本
の
防
衛
と
日
米
共
通
の
安
全
保

障
上
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に

必
要
」
な
ど
と
し
て
、
飛
行
自
粛

を
拒
否
、
事
故
原
因
の
詳
細
公
表

を
拒
ん
で
い
ま
す
。

米
軍
自
体
も
ク
ラ
ス
Ａ
（
最
も

深
刻
な
事
故
）
に
分
類
し
て
い
る

の
に
飛
行
自
粛
す
ら
し
な
い
姿
勢

は
日
本
国
民
の
安
全
に
と
っ
て
許

さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
も
日
本
の
陸
上
自
衛
隊
も

１
７
機
の
オ
ス
プ
レ
イ
導
入
を
進

め
て
お
り
、
近
く
実
際
に
配
備
が

始
ま
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
民
、

国
民
の
要
請
に
背
を
向
け
て
飛
行

自
粛
す
ら
拒
否
す
る
米
軍
に
は
、

県
内
の
基
地
使
用
自
体
を
拒
否
す

る
以
外
に
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
日
の
申
し
入
れ
で
は
以
下

の
３
点
を
求
め
ま
し
た
。

１
、
日
本
国
内
に
お
け
る
オ
ス

プ
レ
イ
の
飛
行
を
た
だ
ち
に
中
止

し
、
事
故
原
因
の
究
明
、
万
全
な

再
発
防
止
策
を
県
民
に
公
表
さ
せ

る
こ
と
。

２
、
木
更
津
で
の
米
軍
お
よ
び

自
衛
隊
の
オ
ス
プ
レ
イ
定
期
整
備

を
止
め
る
こ
と
。

３
、
重
大
な
欠
陥
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
撤
回

を
求
め
る
こ
と
。
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７
・
31
▼
地
方
港
湾
審
議

会
千
葉
港
専
門
部
会
に
出

席
／
船
橋
市
平
和
委
員
会

の
事
務
局
会
議

８
・
１
▼
県
担
当
課
か
ら

石
炭
火
力
発
電
所
設
置
計

画
の
聞
き
取
り

８
・
２
▼
平
和
・
民
主
・

革
新
を
め
ざ
す
船
橋
の
会

世
話
人
会
／
船
橋
国
保
を

よ
く
す
る
会
の
国
民
健
康

保
険
広
域
化
に
関
す
る
対

市
要
請
に
参
加

８
・
３
▼
船
橋
商
工
会
議

所
創
立
７
０
周
年
記
念
式

典
に
参
加

８
・
４
▼
県
議
団
会
議
／

船
橋
革
新
懇
主
催
の
キ
ャ

ン
ド
ル
ウ
ォ
ー
ク
に
参
加

８
・
５
▼
君
津
４
市
の
水

道
統
合
で
意
見
交
換
／
夏

見
地
域
と
三
咲
地
域
の
盆

踊
り
に
参
加

８
・
10
▼
県
議
団
会
議

８
・
11
▼
街
頭
か
ら
訴
え

８
・
12
▼
二
和
地
域
訪
問

８
・
15
▼
斉
藤
和
子
衆
院

議
員
と
年
金
者
組
合
船
橋

支
部
主
催
平
和
リ
レ
ー

ト
ー
ク

金
沢
和
子
市
議
と
市
内
で

街
頭
か
ら
訴
え

８
・
16
▼
大
穴
地
域
懇
談

８
・
19
▼
自
治
体
問
題
研

究
所
の
総
会
に
出
席
／
習

志
野
台
団
地
自
治
会
の
盆

踊
り
で
あ
い
さ
つ

８
・
20

▼
市
内
を
宣
伝

カ
ー
で
ま
わ
り
街
頭
か
ら

訴
え
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丸
山
慎
一
県
議

活
動
日
誌

８
月
５
日
に

オ
ス
プ
レ
イ
が
墜
落

オ
ス
プ
レ
イ
墜
落
事
故
で
県
に
申
し
入
れ

る
日
本
共
産
党
千
葉
県
議
団
。

＝
８
月
１
０
日
・
県
庁
内

一、北朝鮮の核兵器・ミサイル開発をめぐる米国と北朝鮮の間の緊張が、軍事衝突の危険性をはらむ新

たな事態へと深刻化している。国連安保理が新たな制裁決議を採択したこと（８月５日）に対して北朝

鮮は７日、「断固たる報復で対処し、全面的に排撃する」と強く反発した。さらに１０日、「アメリカに

厳重な警告信号を送る」として、「グアム島周辺への包囲射撃」を検討していると表明し、米国を強く軍

事的に威嚇した。一方、米国のトランプ大統領は「北朝鮮がこれ以上アメリカを脅すのであれば、炎と

激しい怒りに直面することになるだろう」（８日）、「グアムに何かしたら、誰も見たことのないようなこ

とが北朝鮮で起こる」（１０日）などと発言している。米朝両国が、直接相手の意図を確かめるすべのな

いまま、軍事的恫喝の応酬をエスカレートさせることはたいへんに危険である。それは、当事者たちの

意図にも反して、偶発的な事態や誤算による軍事衝突につながりかねないことを、強く憂慮している。

一、世界と地域の平和と安定を破壊し、おびただしい犠牲をもたらす軍事衝突は、絶対に回避しなけれ

ばならない。日本共産党は、現在の危機を打開し、問題の平和的・外交的解決をはかるために、関係諸

国に対して次の諸点を緊急に要請する。

（１）現在の危機が引き起こされた根本は、北朝鮮が累次の国連安保理決議に違反して核兵器・ミサイ

ル開発を進めてきたことにある。北朝鮮に、国連安保理決議を順守し、これ以上の軍事的な挑発行為―

―とりわけ無謀きわまる「グアム島周辺への包囲射撃」の計画を中止することを強く求める。

（２）米朝両国に対して、強く自制を求めるとともに、現在の危機を打開するために無条件で直接対話

に踏み出すように呼びかける。直接対話に踏み出すなかで、核・ミサイル問題を解決する可能性を追求

すべきである。この点でトランプ大統領が、北朝鮮との交渉に関して「オバマ（前政権）は話すらした

がらなかったが私は話す。誰かがやらなければならない」（１０日）と述べていることに注目している。

（３）日本は、米朝間で何らかの軍事衝突が起こった場合に、最大の被害を受ける国の一つとなる。日

本政府は、緊張をさらに高める軍事的対応の強化でなく、米朝の直接対話を実現し、核・ミサイル問題

を平和的・外交的に解決するための努力をはかるべきである。

自
衛
隊
も
オ
ス
プ
レ

イ
を
導
入
予
定

千
葉
県
の
飛
行
自
粛

要
請
を
米
軍
が
拒
否


